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論文審査の結果の要旨 
 市川ゆき氏（国際医療センター麻酔科）の学位審査委員会は、審査委員全員が出席し、平成 30













２）痛みをとるという意味では 2 日目以降も重要であるが、論文では 24 時間までしか示されてい
ない。これについてはどうか。 
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１１）VAS について、術後 4 時間以降は有意差となっているが、ｎが大きいことの影響も大きい。
臨床的な意義についてはどのようにとらえているか。 
→PECS の効果が 4 時間ほどで切れてくる。初期の痛みが抑えられることにより、その後も
VAS の値に影響する。それらも含め、疼痛管理に有益であると解釈している。 
１２）この研究の今後の発展性についての考えは。 
→今回の結果は、術後 24 時間以内のものであった。2 日目、3 日目、さらに長期的な疼痛管
理が重要であると考えている。前向きの研究デザインによる長期的な鎮痛効果を示すことを
目指して研究を発展させたい。 
 
 
 論文は、慢性化しうる乳癌術後の疼痛管理について、より合併症の少ない胸神経ブロックの有
用性を示唆する臨床的に有意義なものであった。研究成果の発表はよくまとめられており、質疑
応答においても各委員からの質問に適切に回答した。これらから、申請者の研究への寄与の程度、
理解の程度が確認できた。申請者の見識、人格等についても申し分なく、全員一致で適格と判断
した。 
